（１）第５１８号　　　　　　　　　　　　　全　国　検　数　労　働　組　合　連　合　　　　　　　　　　　　２０１６年９月１３日


	〒144-0052東京都大田区蒲田5-10-2
日港福会館5階

Tel　03(3733)5621　　Fax  03(3733)5622

メール    rouren@kensu.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kensu.jp/
全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書　記　局


	[image: image2.png]


[image: image1.jpg]A
> m
B
Ll




[image: image3.jpg]







[image: image4.jpg]









�





５１８号





　９月８日（木）～９日（金）にかけて、豊橋シーパレスリゾート


で『第４８回　全国検数労連定期大会が開催され、１５年度の運動の経過と総括、１６年度運動方針（案）


について議論がされました。


　また、今定期大会に来賓としてあいさつに来て下さった全国港湾：糸谷委員長、全労連：野村副議長、港運共闘：相木書記次長、日本共産党：本村衆議院議員をはじめ、激励のメッセージを送っていただいた共闘関係の皆様には、紙面を借りて厚く御礼を申し上げさせていただきます。


【１５年度運動の経過】


　１５年度運動の総括では、安倍政権の政策に対する国民的な運動の経過や、港湾、特に検数を取り巻く現状、冬・夏の一時金闘争や１６春闘での運動の報告がされました。



































































































































【２０１６年度中央役員体制】





中央執行委員長　　　沖原　勝治（再）


中央副執行委員長　　山田　拓　（再）


　　　同　　　　　　瀬戸　修　（再）


中央書記長　　　　　光部　泰宏（再）


中央書記次長　　　　石渡　周二（再）


会計監査　　　　　　加地　俊永（再）


　　　同　　　　　　木村　文章（新）
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た。また、経過報告では１５・１６春闘協定（定年延長・完全週休２日・時間外算定基礎分母等）の進捗状況と、各企業内課題について、日検・全検の各単組代表者より報告がされました。
























































































































































組合員の皆様


上記メンバーで今年度も精一杯頑張っていきますので、よろしくお願いします。
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名古屋からは、全労連の地域組織である愛労連（愛知労働組合総連合）が中心となって取り組んでいる鯱第一交通の不当解雇撤回に対する取り組み報告と署名、大会でのカンパを取り組みました。


　九州（日検）からは、青年部の取り組みとして、長崎で行われている原水禁長崎大会への参加の報告を受けました。





【１６年度運動方針】


　１６年度運動方針では、昨今の港湾情勢の特徴点でもある主要船社のアライアンス再編（共同で定期航路を運行する行為）や、阪神港・京浜港を中心とした港湾の民営化の流れ、税関行政のＡＥＯ制度やコンテナラウンドユースに対して、港湾、検数労使での取り組みの強化が求められていること。



















































































検数労連課題としては、当面の運動の目標として、一時金・春闘を中心に『生活の安定』に向けた闘争を展開していく。とりわけ春闘では『職場要求アンケート』を実施し、職場での総対話を通じて組合員の率直な意見を掴んでいきます。


組織強化・拡大については、最優先課題と位置づけ、中央を地域が一体となって総がかりで新入職員及び組合未加入者との総対話をはかり加入を促進していきます。





【国民的課題】


　先の参議院選挙では改憲勢力が３分の２を占める結果となり、いよいよ自衛隊による海外での武力行使が現実のものになろうとしている。また、憲法改悪や労働法制の改悪、社会保障の切り捨てなど、安倍暴走政治に歯止めをかけていくことを主眼に『暮らし、雇用、平和を守る』運動を展開していく。とりわけ、全労連・全国港湾・国民春闘共闘・交運共闘などの関係諸団体に結集し、共同行動には積極的に参加し、運動の前進をはかって行きます。


【１６冬季一時金】


　第４８回定期大会では、１６冬季


一時金の要求骨子について、従来の要求方式とし、都市加算については


賃金の後払いとの位置づけから『日検の都市調整』『全日検の住宅手当』とする方針を提案しましたが、各地域より、もう少し議論の時間が必要との意見が多数出されたため、中央の見解として、今期１年間は従来の要求方式を踏襲し、来年の大会までに各地域で議論を行い、意見をまとめあげることで全体確認をしました。


　



























































































































































